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銅（電気銅・電線・伸銅品）の需給動向 

鉱
　
山 

電
　
線 

伸
　
銅
　
品 

　
経
済
産
業
省
は
平
成
十
五
年
度
民
間
設
備
投
資
計
画
調
査
の

基
礎
資
料
と
し
て
、平
成
十
五
年
度
銅
地
金
需
給
見
通
し
を
と

り
ま
と
め
た
。 

　
銅
地
金
生
産
は
新
居
浜
製
錬
所
の
能
力
増
強
に
よ
り
、前
年

度
比
一・
〇
％
増
の
一
四
二
万
八
千
ト
ン
と
僅
か
な
が
ら
増
加
す
る

が
、過
去
最
高
の
平
成
十
二
年
度（
一
四
五
万
六
千
ト
ン
）比
で
は
一・

九
％
の
減
産
と
な
る
。 

　
需
要
は
報
告
値
が
一・
五
％
減
の
一
一
一
万
七
千
ト
ン
、過
欠
補
正

を
加
味
し
た
見
掛
値
が
二
・
〇
％
減
の
一
一
六
万
三
千
ト
ン
と
と
も

に
減
少
す
る
。 

　
用
途
別（
報
告
値
ベ
ー
ス
）に
は
、電
線
向
け
が
二
・
六
％
減
の
六

八
万
二
千
ト
ン
と
、昭
和
五
十
年
度（
五
九
万
八
千
ト
ン
）以
来
の

低
水
準
に
落
ち
込
む
。
伸
銅
品
向
け
は
二
・
二
％
増
の
四
一
万
五
千

ト
ン
と
二
年
連
続
で
増
加
す
る
。国
内
景
気
が
回
復
力
に
欠
け
る

こ
と
か
ら
、電
線
需
要
は
前
年
度
増
加
し
た
自
動
車
向
け
を
含
め

て
、す
べ
て
の
部
門
が
減
少
す
る
。伸
銅
品
も
需
要
自
体
は
横
ば
い

に
と
ど
ま
る
が
、ス
ク
ラ
ッ
プ
不
足
に
伴
う
銅
地
金
の
代
替
需
要
が

増
加
す
る
。 

　
輸
入
は
国
内
生
産
が
消
費
を
上
回
る
こ
と
か
ら
、二
・
四
％
増
の

一
一
万
ト
ン
と
必
要
最
小
限
に
と
ど
ま
り
、輸
出
は
中
国
、東
南
ア

ジ
ア
の
需
要
好
調
を
背
景
に
、九
・
八
％
増
の
三
七
〇
千
ト
ン
と
引

き
続
き
高
水
準
で
推
移
す
る
。 

　
こ
の
結
果
、在
庫
は
四
・
二
％
増
の
一
二
万
五
千
ト
ン
と
適
正
水

準
で
推
移
す
る
。 日

本
鉱
業
協
会
　
〇
三（
三
五
〇
二
）七
四
五
一 

　
平
成
十
五
年
上
半
期
の
銅
電
線
需
要
は
、三
八
万
九
千
ト
ン
で

前
年
同
期
を
二
・
〇
％
下
回
り
、マ
イ
ナ
ス
幅
は
縮
小
し
た
も
の
の

三
年
連
続
の
前
年
同
期
比
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
需
要
部
門
別
に

み
る
と
前
年
は
通
信
部
門
以
外
の
全
部
門
で
前
年
同
期
比
マ
イ
ナ

ス
と
な
っ
て
い
た
が
、本
年
は
電
気
機
械
、自
動
車
、建
設
・
電
販
の

三
部
門
が
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。  

　
通
信
部
門
は
、光
化
の
進
展
に
加
え
　
　 

の
設
備
投
資
圧
縮
が

続
き
、メ
タ
ル
ケ
ー
ブ
ル
需
要
は
長
期
漸
減
が
続
い
て
い
た
が
、メ
タ
ル

の
一
定
必
要
需
要
も
あ
り
近
年
は
や
や
下
げ
止
ま
り
の
傾
向
に
あ
る
。 

　
電
力
部
門
も
通
信
部
門
同
様
、電
力
会
社
の
経
営
効
率
化
と
電

力
需
要
の
伸
び
悩
み
に
よ
り
設
備
投
資
抑
制
強
化
が
続
い
て
お
り
、

電
線
需
要
は
減
少
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。 

　
電
気
機
械
部
門
は
、　 

不
況
に
加
え
て
電
機
製
品
生
産
の
海

外
シ
フ
ト
に
よ
り
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
た
が
、前
年
下
期
よ
り
電

装
品
、電
子
材
料
の
好
調
と
、海
外
シ
フ
ト
の
一
服
感
に
よ
り
下
げ

止
ま
っ
て
い
る
。 

　
自
動
車
部
門
は
、国
内
自
動
車
生
産
が
一
千
万
台
ペ
ー
ス
で
好
調

に
推
移
し
て
お
り
、こ
れ
を
受
け
て
電
線
需
要
も
前
年
を
上
回
る

状
況
に
あ
る
。 

　
建
設
・
電
販
部
門
は
、こ
の
分
野
の
需
要
動
向
と
密
接
な
関
連

の
あ
る
民
間
企
業
設
備
投
資
が
設
備
の
過
剰
感
や
海
外
生
産
移

管
の
マ
イ
ナ
ス
要
素
に
よ
り
回
復
せ
ず
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、本

年
上
期
は
前
年
並
み
を
維
持
し
、景
気
の
回
復
度
合
い
如
何
で
は

下
期
に
向
け
増
勢
に
向
か
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。 

　
そ
の
他
内
需
部
門
は
、建
設
・
電
販
部
門
同
様
民
間
企
業
設
備

投
資
の
動
向
に
左
右
さ
れ
る
が
、近
年
発
注
形
態
の
変
化
に
よ
り

需
要
が
建
設
・
電
販
部
門
に
シ
フ
ト
す
る
傾
向
に
あ
る
こ
と
も
あ

り
、低
迷
が
続
い
て
い
る
。 

　
輸
出
部
門
は
、米
国
経
済
の
減
速
や
東
南
ア
ジ
ア
の
現
地
メ
ー

カ
ー
の
成
長
に
よ
り
、引
き
続
き
厳
し
い
環
境
に
あ
る
。 

（
社
）日
本
電
線
工
業
会
　
〇
三（
三
五
四
二
）六
〇
三
三 

日
本
伸
銅
協
会
　
〇
三（
三
八
三
六
）八
八
〇
一 

　
平
成
十
五
年
上
半
期
の
伸
銅
品
需
要
は
、五
〇
万
八
千
ト
ン
と

前
年
同
期
を
六
・
〇
％
上
回
り
、近
年
の
最
低
水
準
で
あ
っ
た
十
三

年
下
半
期
を
底
に
回
復
傾
向
が
続
い
て
い
る
。 

　
金
属
製
品
は
日
用
品
が
文
具
な
ど
低
調
な
域
を
脱
し
な
か
っ

た
が
、ガ
ス
機
器
は
僅
か
な
回
復
基
調
を
継
続
、水
栓
金
具
や
雑

貨
な
ど
も
前
年
同
期
よ
り
は
多
少
底
上
げ
て
推
移
し
た
。 

　
電
気
機
械
は
半
導
体
が
前
年
の
回
復
期
か
ら
調
整
局
面
に
転

じ
停
滞
し
た
が
、コ
ネ
ク
タ
が
自
動
車
向
け
を
は
じ
め
、一
部
デ
ジ

タ
ル
家
電
や
ゲ
ー
ム
機
な
ど
の
堅
調
で
カ
バ
ー
し
た
他
、配
電
制
御

装
置
や
弱
電
部
品
も
若
干
の
回
復
基
調
を
継
続
し
た
。 

　
輸
送
機
械
は
自
動
車
が
前
年
下
期
の
堅
調
な
水
準
を
続
け
た

が
、春
先
か
ら
調
整
に
転
じ
、大
き
な
減
少
に
は
至
ら
な
い
も
の

の
、頭
抑
え
と
な
っ
た
。 

　
精
密
機
械
は
前
年
同
期
並
と
若
干
下
押
し
た
推
移
に
終
始
し
た
。 

　
一
般
機
械
は
空
調
機
器
が
年
初
以
降
前
年
並
み
ま
で
戻
す
な

ど
、そ
れ
ま
で
の
減
少
基
調
か
ら
下
げ
止
ま
っ
た
動
き
に
転
じ
た

が
、年
央
に
は
天
候
不
順
の
影
響
も
見
せ
始
め
た
他
、輸
入
増
加

の
影
響
も
顕
在
化
す
る
な
ど
、回
復
ま
で
の
力
強
さ
は
見
ら
れ
な

か
っ
た
。ま
た
バ
ル
ブ
・コ
ッ
ク
な
ど
は
低
調
横
ば
い
で
推
移
し
た
。 

　
建
設
業
は
屋
根
板
、建
築
管
と
も
底
ば
い
の
様
相
を
鮮
明
に
し
、

近
年
に
な
い
低
水
準
に
終
わ
っ
た
。 

　
こ
の
た
め
、内
需
計
は
四
一
万
七
千
ト
ン
と
十
三
年
上
半
期
以
来

の
水
準
と
は
な
っ
た
が
、こ
れ
ま
で
の
ピ
ー
ク（
三
年
上
期
：
五
五
万

七
千
ト
ン
）に
比
べ
る
と
二
五
％
減
の
レ
ベ
ル
に
留
ま
っ
て
い
る
。 

　
輸
出
は
銅
管
の
不
調
を
電
子
部
品
向
け
条
製
品
の
堅
調
や
黄

銅
線
な
ど
の
高
水
準
で
カ
バ
ー
し
、十
二
年
下
半
期
以
来
の
九
万

ト
ン
台
ま
で
回
復
し
た
。 
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前年比 
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通　　信 

電　　力 

電気機械 

自 動 車  

建設・電販 

その他内需 

内 需 計  

輸　　出 

合　　計 

暦年 
 

部門 上　期 下　期 計 

11 

42 

97 

34 

164 

31 

379 

17 
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9 

37 

98 

37 

183 

30 

395 

22 
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20 

79 

195 

71 

347 

62 
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39 

814
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平成15年上半期銅電線・ケーブル出荷実績 
（単位：千トン） 

（注）1.　四捨五入のため計と合わない場合もある。 
 　　2.　前年同期比は数量を丸める前の原伸び率 
　　（出典）日本電線工業会統計 

上　期 

10 

38 

98 

37 

164 

25 

372 

17 

389

15年 

10.7 

9.6 

3.7 

1.8 

0.7 

▲ 1.9 

6.8 

6.6 

3.6 

6.0

前年比 
％ 
 

金属製品 

電気機械 

輸送機械 

精密機械 

一般機械 

建 設 業  

その他内需 

内 需 計  

輸　　出 

合　　計 

暦年 
 

部門 上　期 下　期 計 

 65 

124 

32 

6 

74 

13 

77 

391 

88 

479

70 

135 

35 

7 

63 

14 

83 

407 

81 

488

135 

259 

67 

13 

137 

27 

160 

798 

169 

967

14年 

 

平成15年上半期伸銅品出荷実績 
（単位：千トン） 

（注）前年同期比は数量を丸める前の原伸び率 
（出典）経済産業省統計 

上　期 

72 

136 

33 

6 

75 

12 

83 

417 

91 

508

15年 

平成15年度銅地金需給見通し 
（単位：千トン） 

期 初 在 庫  
生 　 　 産  
　 国内鉱出 
　 海外鉱出 
　 その他出 
輸 　 　 入  
供　給　計 
内需（報告値） 
      （見掛値） 
電　　　 線 
伸　 銅　 品 
そ 　の　 他 
輸 　 　 出  
需　要　計 
期 末 在 庫  
過 欠 補 正  
設 備 能 力  
稼 働 率 ％  

年度 
 
 

項目 

13年度 
実　績 上　期 下　期 合　計 

15年度予測 前年度比 
％ 
 113.6 

1,405.0 

0.2 

1,263.1 

141.7 

138.1 

1,656.7 

1,063.1 

1,080.6 

688.9 

349.8 

24.4 

453.3 

1,516.4 

122.8 

17.5 

1,496.4 

93.9

14年度 
見　込 

122.8 

1,413.8 

0.5 

1,222.9 

190.4 

107.4 

1,644.0 

1,133.5 

1,187.1 

700.2 

406.2 

27.1 

336.9 

1,470.4 

120.0 

53.6 

1,496.4 

94.5

120.0 

696.3 

0.3 

601.0 

95.0 

60.0 

876.3 

553.0 

576.3 

336.0 

207.0 

10.0 

180.0 

733.0 

120.0 

23.3 

755.7 

92.1

120.0 

732.0 

0.2 

636.8 

95.0 

50.0 

902.0 

564.0 

587.0 

346.0 

208.0 

10.0 

190.0 

754.0 

125.0 

23.0 

763.2 

95.9

120.0 

1,428.3 

0.5 

1,237.8 

190.0 

110.0 

1,658.3 

1,117.0 

1,163.3 

682.0 

415.0 

20.0 

370.0 

1,487.0 

125.0 

46.3 

1,518.9 

94.0

▲ 2.3 

1.0 

0.0 

1.2 

▲ 0.2 

2.4 

0.9 

▲ 1.5 

▲ 2.0 

▲ 2.6 

2.2 

▲ 26.2 

9.8 

1.1 

4.2 
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（出典）経済産業省 
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